
部局運営方針

商工労働部・令和３年度部局運営方針

新型コロナウイルス感染症により大阪経済は大きな影響を受けています。その一方で、新しい生活様式やDXの加速など社会システムの変革をもたらす新た
な潮流も生じています。令和３年度は、喫緊の時短協力金等の審査・支給を円滑に進めるともに、経済と雇用の維持・回復に軸足を置きながら、ポストコ
ロナを見据えた成長産業の育成、イノベーションの促進、中小企業の経営強化、多様な人材の活用など、産業経済分野における大阪の活性化を図ります。

大阪産業局が有する民間感覚と専門的知見の活用、（地独）大阪産業技術研究所、商工会・商工会議所等の機能を活かした連携により、効果的な中小企業
支援を展開します。さらに、ウィズコロナ、ポストコロナを見据え、中小企業のDX促進、商店街等の活性化やものづくり産業の振興に向けた支援に取り組みます。
〔主な取組み〕
■中小企業の事業継続・再構築に必要な円滑な資金供給 ■M＆Aや事業後継者の発掘・育成などを通じた事業承継の支援
■商店街等における新しい生活様式に沿ったモデルの創出、成果の普及 ■中小企業のDX（デジタルトランスフォーメーション）推進に向けた支援
■MOBIOや大阪産業技術研究所を活用したものづくり企業への支援 ■海外情報の提供やリモート商談支援の機能強化による国際ビジネス再構築支援

重点テーマ１：中小企業等の支援機能の強化

デジタル技術を活用したビジネスの創出・育成、社会実装に向けた取組等を促進します。また、感染症拡大に伴う社会構造の変化、2025年に開催予
定の大阪・関西万博も視野に入れ、新たな産業の創出・拡大支援、スタートアップ・ベンチャー企業の育成や、企業誘致を促進します。
〔主な取組み〕
■近未来社会を見据え、次代の大阪の成長を牽引する新エネルギー産業など、脱炭素化やSDGsの達成に貢献する産業の振興支援
■空飛ぶクルマなど2025年大阪・関西万博を視野に入れた新たな産業の創出・成長支援
■府内産業用地の確保、国内外からの企業誘致・投資による産業集積の維持・促進
■イノベーションを主導する企業の支援、京阪神連携によるスタートアップ・エコシステム拠点の形成やベンチャー企業の集積・定着促進

重点テーマ２：大阪の未来を築く新たな産業の創出、企業等の起業支援、内外からの投資促進

彩都に続き、健都、未来医療国際拠点（中之島）における拠点形成の着実な推進、中小企業等の健康・医療関連産業への参入を促進します。
〔主な取組み〕
■彩都の拠点性の維持・向上、健都における健康・医療関連企業等の集積や産学連携を推進するコーディネート機能の構築
■再生医療をベースとする未来医療の産業化の推進とその国際的拠点の形成
■関西圏グローバルバイオコミュニティ形成に向けた取組み
■彩都、健都、中之島が連携した大阪独自のライフサイエンススタートアップ・エコシステム構築に向けた検討
■海外企業等との商談会開催によるベンチャー企業等の参入機会の創出や、民間のネットワーク活用によるものづくり企業と健康・医療関連産業とのマッチング促進

重点テーマ３：健康・医療関連産業の世界的なクラスター形成と育成

コロナ禍により厳しい雇用情勢が今後も続くことを念頭に、雇用労働施策全体のコロナシフトを強化します。就職氷河期世代、障がい者、女性など多様
な人材の活躍や未経験業種への就職を支援するとともに、急速に進むテレワークの導入等、労働環境の改善・整備をサポートします。
〔主な取組み〕
■特設HP「にであう」を活用した民間人材サービス事業者との連携による緊急雇用対策、公民のパートナーシップによるDX（IT）研修を通じた若者の就職支援
■コロナ禍での就職活動に不安を抱える方々への特別相談窓口の開設・運営
■コロナの影響で困難な状況にある方々への総合的なサポートに向けた雇用労働施策に関する情報発信の強化
■OSAKAしごとフィールドを軸とした就業支援、中小企業の人材確保支援、技専校などを活用したコロナ禍における産業界のニーズを踏まえた人材育成
■長時間労働の是正、テレワークの促進、メンタルヘルス対策など、働き方改革関連法の施行を踏まえた中小企業・労働者への労働環境改善支援

重点テーマ４：離職者の就業支援と多様な人材の活躍支援


